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のシートで詳細情報が確認できるようにまとめたも

のである。このシートは、大きく３つの情報が記載

されている。１つは、訓練課題の番号・種別・概要

や取組み時間・付属資料情報や習得できる内容など

が記載されている基本情報、もうひとつは、どの訓

練科のシステムに対応した訓練課題なのかが記載さ

れている。さらに、この訓練課題を検索する際に必

要となるキーワードなどが記載されている。このシ

ートをこれまで開発された１２２課題すべての整備

をおこなうことで、これまでの複数の資料を照らし

合わせてみる必要がなくなり、訓練課題の活用率の

向上につながることが期待される。また、これまで

訓練課題の情報提供として、各施設に配布していた

訓練課題集のスリム化も同時におこない、併せて経

費削減が期待される。

図３ キャラクターシートの一例

６．成果物の普及活動

本調査研究における平成２４年度の成果物は、セ

ンター発行の資料シリーズ「訓練課題集」を４冊発

刊している（機械系、電気・電子系、居住系（住宅

分野とビル分野）））。また、整備された訓練課題の

電子データについては、センターが管理および運営

している「職業能力開発ステーションサポートシス

テ ム （ Ｔ Ｅ Ｔ Ｒ Ａ Ｓ ／ テ ト ラ ス ）」

（

）の ページにて、情報公開をしており、無償で

ダウンロードが可能である。さらに、学会および研

究会で発表をおこない、研究調査結果の報告や普及

活動もあわせておこなっている。

７．まとめ

センターでおこなわれている離職者訓練用訓練課

題に関する調査研究報告として、これまでの訓練課

題の整備状況と訓練課題の活用率を向上させるため

の訓練課題の見える化の取り組みについて紹介した。

今後は、平成２５年度にカリキュラムモデルの見直

しが実施されているため、その改編に対応した訓練

課題の開発およびメンテナンスを引き続き実施する。

さらに優先度１である工場管理技術科仕上がり像Ａ、

Ｂ、Ｃと生産システム技術科仕上がり像Ｃ、ビル設

備サービス科仕上がり像Ｂ、Ｅを中心に開発をおこ

なう予定である。また、訓練課題の活用状況調査に

ついても引き続き実施し、更なる活用率向上の取り

組みをおこなう。また、平成２６年度は、本調査研

究の最終年度となるため、５カ年の取り組みをまと

め、今後の訓練課題のあり方についてもヒアリング

調査や指導員委員および有識者の意見を参考にまと

めて報告する予定である。
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第１節 訓練課題の構成

訓練受講者における一定水準以上の技能などの習得を保証するには、仕上がり像に対し

ての到達度合いを把握するための「総括的な評価」と訓練の途中段階において、システム

の訓練到達目標に対しての到達度合いを把握するための「形成的な評価」も併せて必要と

なる。その把握時期は、各システムの終了時など指導上適切と判断される区切りにおいて、

少なくとも１ヶ月に１回は実施することが必要とされている 3）。そのため、訓練課題は、

システム毎または、基本システムの訓練の過程における「形成的な評価」をおこなう評価

課題と１つの仕上がり像毎の「総括的な評価」をおこなう総合課題を設定している。また、

それら課題の設定参考例は、「離職者訓練における受講者の習得度測定の手引き」により図

１－１の４パターン示されており、本調査研究においてもそれに基づき訓練課題の開発を

実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－１（a） 訓練課題の設定参考例① 

 

 訓練課題の設定例①

テクニカルオペレーション科Ａの例

【選択システムが基本システムの習熟度を向上させる内容で設定されている場合】

製図基本作業

基本作業

第１システム

第２システム

第３システム

総合課題

評価課題

評価課題

Msub401 CAD応用ｻﾌﾞ 1

【仕上がり像】 「機械製図を理解し、 システムによる製図ができる。 」

・システム毎の訓練課題（評価課題）と、３ヶ月間の訓練内容を総括的に評価する課題
（総合課題）を通じて評価を行う例。

Msub402 CAD応用ｻﾌﾞ 2

３ヶ月間を総括した課題

− 7 −



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－１（b） 訓練課題の設定参考例② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－１（c） 訓練課題の設定参考例③ 

 

マシニングセンタ加工基本

ＣＡＭ応用

第１システム

第２システム

【仕上がり像】 「ﾏｼﾆﾝｸﾞｾﾝﾀによるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ及び加工ができ、 による
ﾃﾞｰﾀの作成ができる。」

第３システム

評価課題

訓練課題の設定例②

【選択システムが基本システムに関連する知識・技能の幅を広げる内容
で設定されている場合】

・第１システムの評価課題と、基本システムの評価課題及び第３システムの評価課題を通じて
評価を行う例。

評価課題

CAD/CAM技術科Ｂの例

Msub110 NC旋盤加工ｻﾌﾞ

Msub104 NCﾜｲﾔ放電加工ｻﾌﾞ

１つの課題設定が困難
な場合、サブシステム
毎の課題設定を行う。

基本システムの
評価課題

第１、第２両システムの
訓練到達目標にどの程度
到達したかを把握する課題

 

HS423 空調設備保全管理1

消防設備・環境管理

第１システム

第２システム

第３システム

評価課題

評価課題

ビル設備サービス科Ｂの例
【仕上がり像】

「ビル等の建築物の空調設備・消防設備のメンテナンスができる。」

評価課題

総合課題

総合課題の設定
が困難

４２２ 給排水保全管理１

４２６ 給排水保全管理３

【 １つの仕上がり像を構成している各システムが並列的に組み合わされており、
総合課題の設定が困難な場合】

・３つのシステムとも、各システム毎の訓練課題（評価課題）を通じて評価を行う例。

訓練課題の設定例③

【仕上がり像】 「ビル等の建築物の空調設備・消防設備のメンテナンスができる。」ビル設備サービス科Ｂの例

総合課題の設定
が困難

１つの課題設定が困難
な場合、サブシステム
毎の課題設定を行う。
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図１－１（d） 訓練課題の設定参考例④ 

 

 

訓練課題は、実技で評価する課題（以下、「実技課題」という。）を基本としているが、

実習機材の台数や指導体制の都合により安全が十分に確保できないなどの場合においては、

筆記による実技能力を問う課題（以下、「筆記課題」という。）を活用している。 

表１－１に実技および筆記の課題構成を示す。実技課題は、受講者が履修した訓練科目

における技能などの習得内容を総括し、受講者の最終目的である就職に直結した仕事の内

容を想定して設定されている。構成としては、訓練課題だけではなく、訓練効果を客観的

に評価するために「訓練課題実施要領」、「評価要領」や「訓練課題確認シート」など実施

に係る留意事項や評価基準についての詳細資料も作成されている。さらに「作業工程計画

書」では、技能などの習得状況を把握するだけではなく、課題に取り組む計画性、作業の

手順や留意事項の把握状況、安全衛生に対する理解度などを評価できる資料も作成されて

いる。筆記課題の構成は、「訓練課題」のほかに、特段の留意事項がある場合のみ「訓練課

題実施要領」が作成されている。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－１（b） 訓練課題の設定参考例② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－１（c） 訓練課題の設定参考例③ 

 

マシニングセンタ加工基本

ＣＡＭ応用

第１システム

第２システム

【仕上がり像】 「ﾏｼﾆﾝｸﾞｾﾝﾀによるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ及び加工ができ、 による
ﾃﾞｰﾀの作成ができる。」

第３システム

評価課題

訓練課題の設定例②

【選択システムが基本システムに関連する知識・技能の幅を広げる内容
で設定されている場合】

・第１システムの評価課題と、基本システムの評価課題及び第３システムの評価課題を通じて
評価を行う例。

評価課題

CAD/CAM技術科Ｂの例

Msub110 NC旋盤加工ｻﾌﾞ

Msub104 NCﾜｲﾔ放電加工ｻﾌﾞ

１つの課題設定が困難
な場合、サブシステム
毎の課題設定を行う。

基本システムの
評価課題

第１、第２両システムの
訓練到達目標にどの程度
到達したかを把握する課題

 

HS423 空調設備保全管理1

消防設備・環境管理

第１システム

第２システム

第３システム

評価課題

評価課題

ビル設備サービス科Ｂの例
【仕上がり像】

「ビル等の建築物の空調設備・消防設備のメンテナンスができる。」

評価課題

総合課題

総合課題の設定
が困難

４２２ 給排水保全管理１

４２６ 給排水保全管理３

【 １つの仕上がり像を構成している各システムが並列的に組み合わされており、
総合課題の設定が困難な場合】

・３つのシステムとも、各システム毎の訓練課題（評価課題）を通じて評価を行う例。

訓練課題の設定例③

【仕上がり像】 「ビル等の建築物の空調設備・消防設備のメンテナンスができる。」ビル設備サービス科Ｂの例

総合課題の設定
が困難

１つの課題設定が困難
な場合、サブシステム
毎の課題設定を行う。
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表１－１ 実技および筆記の課題構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 資料名 概要

1 訓練課題実施要領 実施に関する準備や留意事項

2 実技課題 習得度測定が可能な実技課題

3 解答 訓練課題の解答及び解説

4 作業工程計画書 作業の手順や留意事項や安全衛生に対する理解度の評価シート

5 訓練課題確認シート 訓練課題のねらいや評価判定

6 評価要領 評価判定基準の詳細

1 訓練課題実施要領 実施に関する準備や留意事項

2 筆記課題 習得度測定が可能な筆記課題

3 解答 訓練課題の解答及び解説

実技課題

筆記課題
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第２節 整備状況

表１－２に平成２５年度までの訓練課題の整備状況を示す。開発された訓練課題は、機

械系、電気・電子系、居住系の３系あわせて１２２課題である。また、メンテナンスされ

た課題は、延べ数で１７０課題である。作業部会では、平成２４年度に策定された計画に

基づき、カリキュラムモデルが改編された居住系住宅分野４科（住宅施工技術科、住宅リ

フォーム技術科、住宅診断サービス科、住環境計画科）の訓練課題の整備を中心に進め、

実技課題を１課題、筆記課題を２課題の開発をおこなった。この開発では、機構における

訓練を実施している施設に施設独自訓練課題の提供の協力依頼をおこない、提供された資

料を参考にした。さらに、電気・電子系においては、近年需要が望まれている太陽光パネ

ル技術に関する筆記課題の整備を新たに実施した。これらの新規に開発された課題の詳細

については、第３章「訓練課題一覧および新規課題の紹介」に示す。また、メンテナンス

では、同様の施設を対象に「訓練課題に関するアンケート調査」を実施し、訓練課題に対

する修正や要望などを集約し、反映させて訓練課題の品質担保に努めている。訓練課題に

対する修正や要望および訓練課題に関するアンケート調査の詳細については、第４章「作

業部会等経過報告」に示す。 

 

表１－２ 訓練課題の整備状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 離職者訓練における職業能力評価のあり方に関する調査研究（平成 19年度から 21年度まで） 

※2 M-16および M-17の課題を検討し、平成 23年度に開発完了 

※3 平成 22年度からは開発及びメンテナンス中止（課題数カウント外） 

※4 H22年度に M-07（筆記）課題を削除 

※5 課題は課題番号毎に数えている（ex.E-11A,E-11Bは 2課題と数える） 

 

 

開発 メンテ
ナンス

開発 メンテ
ナンス

開発 メンテ
ナンス

開発 メンテ
ナンス

開発 メンテ
ナンス

開発 メンテ
ナンス

実技 8 0 0 0 8 3 5 10 0 7 21 20
筆記 7 0 -1 0 8 2 2 9 0 11 16 22 ※4

計 15 0 -1 0 16 5 7 19 0 18 37 42

実技 9 0 2 9 6 3 7 9 0 11 24 32
筆記 8 0 1 7 11 2 7 11 1 15 28 35
計 17 0 3 16 17 5 14 20 1 26 52 67

実技 15 0 0 12 1 9 0 7 1 7 17 35
筆記 10 0 0 8 1 6 3 10 2 2 16 26
計 25 0 0 20 2 15 3 17 3 9 33 61

実技 1 0 - - - - - - - - - -
筆記 1 0 - - - - - - - - - -
計 2 0 - - - - - - - - - -

実技 32 0 2 21 15 15 12 26 1 25 62 87
筆記 25 0 0 15 20 10 12 30 3 28 60 83

計 57 0 2 36 35 25 24 56 4 53 122 170 ※5

系別合計

その他※３

（情報・
通信系）

年度別合計

　　　年度
　
系・種別

機械

電気・
電子系

居住

備考H19～H21
※1

H22※2
（1年目）

H23
（2年目）

H24
（3年目）

H25
（４年目）

 
 

表１－１ 実技および筆記の課題構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 資料名 概要

1 訓練課題実施要領 実施に関する準備や留意事項

2 実技課題 習得度測定が可能な実技課題

3 解答 訓練課題の解答及び解説

4 作業工程計画書 作業の手順や留意事項や安全衛生に対する理解度の評価シート

5 訓練課題確認シート 訓練課題のねらいや評価判定

6 評価要領 評価判定基準の詳細

1 訓練課題実施要領 実施に関する準備や留意事項

2 筆記課題 習得度測定が可能な筆記課題

3 解答 訓練課題の解答及び解説

実技課題

筆記課題
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第３節 整備に関する基本的な考え方

表１－３に訓練課題整備に関する基本的な考え方を示す。この表は、訓練課題の整備状

況を数値的に明確化するために考案した。１つの仕上がり像に対してシステム①、システ

ム②、システム③の訓練課題がすべて整備されている場合とシステム①、システム②の訓

練課題が整備されている場合を「整備済」としている。また、それ以外を「未整備」とし

ている。さらに、今後より効率的な訓練課題の整備を実施するために、優先度を設定して

いる。仕上がり像が実施されている施設数を５施設以上と５施設未満と分け、優先度を１

から４段階で設定している。この考え方に基づくと、平成２５年度における全系訓練科の

仕上がり像に対する訓練課題の整備率は、約７０％（平成２４年度は６０％）である。各

系における整備率は、機械系が約７１％、電気・電子系が約５０％、居住系が約９１％で

ある。また、仕上がり像が実施されている施設数が５施設以上では、全系訓練科で約８７％

であり高い整備率となっている。各系における整備率は、機械系が約８９％、電気・電子

系が約８５％、居住系が約９１％である。 

 

表１－３ 訓練課題整備に関する基本的な考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  システム① システム② システム③

例）

第一システム評価課題

例）

第二システム評価課題

例）

第三システム評価課題

基本システム評価課題 総合課題

済

　　　　　　　訓練実施時期

訓練課題整備状況

整
備

済

１つの仕上がり像に対
し、システム①、シス
テム②、システム③の
課題がある 済 済

未
整

備

１つの仕上がり像に対
し、システム①もしく
はシステム②の課題だ
け、または課題が無い
（実施施設数5施設以
上）

１つの仕上がり像に対
し、システム①もしく
はシステム②の課題だ
け、または課題が無い
（実施施設数5施設未
満）

済

１つの仕上がり像に対
し、システム①、シス
テム②の課題がある

済

優先度1

優先度3

優
先
度
2

優先度4
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